
発行　山形市議会　編集　山形市議会事務局 山形市旅篭町二丁目３‐２５ 電話 ６４２‐８４０４　　平成２５年２月１日／183号
ホームページ　http://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/gikai/

12� 月
定例会

より開かれた議会を目指し
� 山形市議会基本条例を制定

　１２月定例会は１１月２９日から１２月１４日までの１６日間の日
程で開かれました。
　今回の議会に提出された議案は、一般会計補正予算、
地域主権改革による法律の改正に伴う条例改正など、市
長提出の議案２２件、議会基本条例などの議会案３件です。
　審議の結果、一般会計補正予算については賛成多数で
可決し、その他の議案については全員異議なく可決、同
意および承認しました。
　また請願は、継続審査中の３件のうち１件については
請願者から撤回の申し出があったためこれを承認し、残
る２件を審議した結果、いずれも継続審査としました。
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地域主権改革に伴う条例改正のほか
� 総額２４億３,４９６万円の一般会計補正予算を可決

のお宝紹介シリーズ①【啓翁桜（けいおうざくら）】
一足早く春を告げる桜として有名になった啓翁桜は、１２月から４月にかけ
て収穫・出荷されるベニ。撮影にご協力いただいた開沼さんは「山形の啓
翁桜は関東圏への出荷が大半を占めるんだよ。」と言ってたベニ〜！

のお宝紹介シリーズ①【啓翁桜（けいおうざくら）】のお宝紹介シリーズ①【啓翁桜（けいおうざくら）】



熱
戦
始
ま
る
蔵
王
の
ご
と
く

　
　
　わ
が
ま
ち
の
市
政
を
熱
く
問
う

一般質問

佐
藤
亜
希
子

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
会
議
員
団
）

救
急
体
制
の
充
実
、
小・中
学
校
の
設
備
の
改
善
、

子
育
て
支
援
、
避
難
者
支
援
、
国
保
税
の
軽
減
に

つ
い
て

質
問
者

質
問
の
要
旨

救
急
体
制
の
見
直
し
で

市
民
の
信
頼
回
復
を

　
　
　
救
急
出
動
の
要
請
に
対
し

て
は
、
聞
き
取
り
の
前
に
出
動
す

る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
受
付
要
領

を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

質
問

佐
藤
亜
希
子 

議
員

渡
辺　
　
元

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
、
最
上
義
光
公
没
後

４
０
０
年
記
念
事
業
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と

市
街
地
の
拡
大
に
つ
い
て　
ほ
か

長
谷
川
幸
司

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）

雇
用
対
策
、コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
証
明
書
の
発
行
、

職
員
に
関
す
る
こ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
市
政
運

営
に
つ
い
て　
ほ
か

渋
江　
朋
博

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

市
民
の
安
全
を
守
る
体
制
作
り
、
日
中
友
好
会
館

の
そ
の
後
、
教
育
問
題
、
中
小
企
業
支
援
、
集
会

所
の
耐
震
化
に
つ
い
て　
ほ
か

遠
藤　
和
典

（
緑
政
・
民
主
・
公
明
ク
ラ
ブ
）

地
域
主
権
改
革
の
現
実
、
都
市
制
度
の
見
直
し
、

産
業
振
興
、
環
境
を
お
金
に
す
る
方
法
に
つ
い
て　

ほ
か

丸
子　
善
弘

（
改
革
会
議
）

１
１
９
番
通
報
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
、
街
づ

く
り
、
市
立
商
業
高
等
学
校
に
つ
い
て　
ほ
か

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
要
請
が
あ
れ

ば
出
動
し
て
き
た
。
今
後
も
正
式

な
要
請
が
あ
れ
ば
出
動
す
る
。

　
　
　
平
成
２４
年
８
月
の
全
員
協

議
会
で
、
救
急
体
制
な
ど
の
改
善

答
弁

質
問

を
行
う
と
答
弁
を
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
改
善
が
行
わ
れ
、
今
後

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
さ

ら
な
る
機
能
充
実
と
と
も
に
、
救

急
隊
の
８
隊
へ
の
増
隊
や
救
命
救

急
課
の
新
設
、
民
間
に
よ
る
２４
時

間
救
急
相
談
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
、
２５
年
度
か
ら
の
実

現
に
向
け
て
詳
細
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
暗
さ

や
悪
臭
な
ど
か
ら
児
童
や
生
徒
が

入
り
た
が
ら
な
い
と
の
声
が
出
て

い
る
。
洋
式
化
率
を
高
め
る
と
と

も
に
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善

し
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
２５
年
度
に
お
い
て
、
ト
イ

レ
も
含
め
た
学
校
施
設
に
係
る
整

備
計
画
を
策
定
し
、
年
次
的
か
つ

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
各
教
室
に

冷
房
や
扇
風
機
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
第
五
中
学
校
校
舎
改
築
を

契
機
と
し
て
、
各
教
室
な
ど
へ
計

画
的
に
導
入
し
て
い
く
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
入

所
し
て
い
る
就
学
援
助
世
帯
な
ど

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
が
先
行

し
て
月
額
５
０
０
０
円
の
補
助
を

行
っ
て
き
た
が
、
２４
年
度
か
ら
は

県
も
補
助
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

川
口　
充
律

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
生
活
環
境
の
保
全
、
南
沼
原

小
学
校
新
校
舎
建
設
、
公
契
約
条
例
に
つ
い
て　

ほ
か

斉
藤　
栄
治

（
緑
政
・
民
主
・
公
明
ク
ラ
ブ
）

医
療
福
祉
の
向
上
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
公
共
交

通
、
空
き
家
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

災
害
対
策
に
つ
い
て　
ほ
か

●一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで質問の様子が録画映像でご覧いただけます。

昨年の女子ジャンプＷ杯蔵王大会第２戦で優勝した
高梨沙羅選手（今年は２月９〜１０日に開催）
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い※
１

つ
に
な
る 
若
者
残
る
雇
用
の
場

市
民
が
待
っ
て
る
産
業
団
地

保
健
所
設
置
費
用
な
ど
の
財
政
負

担
が
伴
う
。
本
市
は
中
核
市
移
行

の
是
非
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

「
交
付
税　
い
つ
ま
で
続
く
こ
の

水
準　
道
の
り
険
し
中
核
市
」

　
　
　
保
健
所
の
設
置
に
よ
る
中

核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
財

源
移
譲
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
。「
中
核
市　

新
制
度
へ
の
移
行
に
は　
財
源
移

譲
を
見
据
え
た
上
で
」

　
　
　
工
業
振
興
計
画
と
新
産
業

団
地
の
進
行
状
況
と
分
譲
開
始
の

目
安
は
ど
う
か
。「
い
つ
に
な
る　

若
者
残
る
雇
用
の
場　

市
民
が

待
っ
て
る
産
業
団
地
」

　
　
　
産
業
団
地
の
開
発
は
、
２７

年
度
の
分
譲
開
始
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、
２４
年
度
中
に
策
定
す
る

予
定
の
基
本
計
画
の
中
に
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ

上
で
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

「
魅
力
あ
る　
団
地
開
発
計
画
中　

任
期
中
に
は
分
譲
開
始
」

　
　
　
大
口
利
用
者
へ
の
水
道
料

金
の
優
遇
策
を
設
け
、
企
業
誘
致

や
市
内
企
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。「
安
く
す
る　
水

を
雇
用
の
呼
び
水
に　
発
想
変
え

て
水
量
増
加
」

　
　
　
先
進
事
例
を
研
究
し
、
水

道
使
用
者
全
体
へ
の
影
響
も
考
慮

し
な
が
ら
適
切
な
料
金
体
系
の
在

り
方
を
検
討
し
た
い
。「
山
形
の　

水
と
安
全
す
ば
ら
し
さ　
広
く
知

ら
せ
る
道
を
求
め
ん
」

　
　
　
新
た
な
歳
入
確
保
の
手
段

と
し
て
、
自
治
体
と
企
業
間
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
取
引
の
枠
組
み

で
あ
る
オ※
２
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
Ｊ

−

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
）
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。「
山
の
木
が　
金

の
な
る
木
に
変
わ
る
か
も　
取
引

で
き
る
二
酸
化
炭
素
」「
市
有
林　

管
理
を
す
れ
ば
財
源
に　
山
も
き

れ
い
に
一
石
二
鳥
」

　
　
　
Ｊ

−

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
は
、
国

に
お
い
て
利
便
性
の
あ
る
制
度
に

す
る
よ
う
見
直
し
て
い
る
。
本
市

で
は
新
た
な
制
度
の
情
報
収
集
を

し
な
が
ら
森
林
管
理
分
野
で
の
活

用
を
調
査
検
討
し
て
い
く
。「
ふ

る
さ
と
の　
山
に
向
か
い
て
思
う

の
は　
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が

た
き
か
な
」

　
　
　
町
内
会
へ
の
未
加
入
が
多

い
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
加
入
を
促
進
し

て
い
く
の
か
。「
町
内
会　
加
入

に
向
け
て
ど
う
す
る
の　
地
域
が

つ
く
る
安
心
の
も
と
」

　
　
　
町
内
会
は
自
治
活
動
で
あ

り
加
入
も
任
意
で
あ
る
た
め
、
マ

ン
シ
ョ
ン
建
築
段
階
で
条
件
を
付

け
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
さ
ら

な
る
啓
発
や
加
入
促
進
に
向
け
指

導
し
て
い
き
た
い
。「
広
め
よ
う　

地
域
の
絆
大
切
さ　
み
ん
な
で
つ

く
る
町
内
会
で
」

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲質問を短歌形式にて実施 新たな手法で政策提言

遠
藤　
和
典 
議
員

▲意見交換が行われる避難者交流会

市
は
こ
れ
ま
で
の
補
助
額
を
維
持

し
な
が
ら
、
上
乗
せ
し
て
補
助
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
第
２

子
以
降
を
半
額
に
す
る
な
ど
の
補

助
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
か
ね
て
よ
り
国
の
補
助
基

準
を
上
回
る
支
援
を
続
け
て
お
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
支
援
が
必
要
な
震
災
避
難

者
の
情
報
を
、
市
と
支
援
団
体
な

ど
が
共
有
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
や
、

２４
年
度
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
実
施
し
て
い
る
避
難
者
生
活
支

援
相
談
員
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
き
め
細
か
な
助
言
や
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

個
別
に
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
避
難
者
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
、
本
市
主
催
で
の
避
難
元
の

自
治
体
や
地
域
ご
と
の
交
流
会
を
、

今
後
も
続
け
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
交
流
会
は
２４
年
度
か
ら
地

域
ご
と
に
開
催
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　
市
か
ら
避
難
者
へ
郵
送
さ

れ
る
お
便
り
は
、
命
綱
と
も
言
え

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
国
に

予
算
を
求
め
て
、
こ
の
取
り
組
み

を
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
現
在
、
災
害
救
助
法
に
基

づ
き
国
と
被
災
３
県
が
負
担
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
す
る
よ
う
県

を
通
じ
て
求
め
て
い
く
。

　
　
　
２５
年
度
か
ら
の
国
保
税
の

見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
国
保
税
を
軽
減

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
の
財
政
見
込
み
の
試

算
を
行
い
、
２５
年
度
か
ら
の
国
保

税
率
に
つ
い
て
、
現
在
、
負
担
軽

減
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
国
の
地
方
自
治
向
上
に
関

す
る
施
策
に
対
す
る
市
長
の
評
価

は
ど
う
か
。「
期
待
感　
実
績
見

れ
ば
無
力
感　
地
方
の
声
は
ど
う

届
い
た
か
」

　
　
　
地
方
の
裁
量
拡
大
や
国
と

地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化
、
地

方
交
付
税
の
回
復
な
ど
は
評
価
で

き
る
が
、
権
限
に
見
合
っ
た
財
源

の
移
譲
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
し
て

国
に
要
望
し
て
い
る
。「
民
の
声　

届
く
仕
組
み
も
整
い
つ　
分
権
開

花
ま
だ
道
半
ば
」

　
　
　
国
で
は
中
核
市
・
特
例
市

の
見
直
し
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

中
核
市
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

質
問

答
弁

質
問

※１　遠藤和典議員が質問の一部を短歌形式で行い、市長も同様の形式で回答した。写真は、演壇に立てられた質問が書かれた短冊。
※２　オフセットクレジット（Ｊ−ＶＥＲ制度）…日本国内で事業者などが排出する二酸化炭素（ＣＯ２）を、植林などを通じたＣＯ２吸収量によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て相殺し、減量したとみなす考え方やカーボンオフセットの市場を流通させるために環境省が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 認証するクレジットおよびその制度。

平成２５年２月１日／１８３号
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市
民
の
安
全
を
守
る

体
制
を
つ
く
れ

　
　
　
救
急
車
の
出
動
基
準
に
つ

い
て
は
、
医
学
的
見
地
に
基
づ
い

た
判
断
基
準
が
必
要
と
言
わ
れ
て

お
り
、
早
急
に
見
直
す
べ
き
と
考

質
問

渋
江　
朋
博 

議
員

え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
正
式
な

要
請
と
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
出
動
要
請
が

あ
れ
ば
出
動
し
て
お
り
、
今
後
も

正
式
な
出
動
要
請
が
あ
れ
ば
出
動

答
弁

す
る
。
正
式
と
は
、
明
確
な
出
動

要
請
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
吉
林
・
山
形
友
好
会
館
に

つ
い
て
は
、
寄
付
金
の
返
還
を
受

け
て
、
今
後
の
人
的
交
流
な
ど
に

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
吉
林
市
か
ら
は
、
年
明
け

に
新
し
い
人
事
が
決
定
し
て
か
ら

決
め
た
い
と
い
う
連
絡
を
受
け
て

お
り
、
そ
れ
を
待
っ
た
上
で
早
期

解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

友
好
会
館
に
対
す
る
本
市
の
考
え

方
は
、
①
現
在
の
友
好
会
館
は
閉

館
と
し
北
華
大
学
図
書
館
に
展
示

機
能
を
移
設
す
る
。
②
展
示
品
は

友
好
の
鐘
な
ど
の
一
部
を
除
き
、

吉
林
市
の
判
断
に
委
ね
る
。
③
寄

付
金
は
返
還
を
求
め
ず
、
友
好
会

館
の
売
却
金
を
基
金
と
し
て
今
後

の
両
市
の
友
好
交
流
の
た
め
に
活

用
す
る
。
以
上
の
点
を
基
本
に
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
教

職
員
へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
学
校

と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
学
校
へ
の
指
導
お
よ
び
連

携
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
未

然
防
止
の
取
り
組
み
や
早
期
発
見・

早
期
対
応
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
２

点
か
ら
指
導
す
る
と
と
も
に
、
全

質
問

答
弁

質
問

答
弁

安
全
・
安
心
、
地
域
発
展
に
よ
る

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
市
政
を

ま
た
、
職
員
に
過
失
は
な
く
、
職

務
上
の
義
務
を
怠
っ
た
と
は
言
え

な
い
と
考
え
て
お
り
、
和
解
に
関

し
て
は
裁
判
の
推
移
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設

（
新
清
掃
工
場
）
の
建
設
地
決
定

後
、
決
定
地
以
外
の
２
地
域
に
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
決
定
地
以
外
の
方
だ
け
で

な
く
、
全
市
民
に
広
報
な
ど
を
通

じ
選
定
結
果
を
説
明
し
て
い
く
。

　
　
　
立
谷
川
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
施
設
に
は
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
施
設
の
建
設
を
期
待
す

る
が
、実
現
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

　
　
　
施
設
用
地
が
限
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

施
設
の
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
市
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
の
企
業
誘
致
を
明
言
し
て
い
る

が
、
本
市
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
の
１０
年
間
で
本
市
の
企
業
転
入・

転
出
が
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る

点
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
自
然
災
害
に
強
い
点
、
も

の
づ
く
り
技
術
で
の
産
業
基
盤
が

確
立
さ
れ
て
い
る
点
、
宮
城
県
と

近
接
し
て
い
る
点
が
誘
致
の
優
位

性
と
い
え
る
。
今
後
も
、
本
市
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
誘
致
活
動
を

行
う
。
企
業
の
転
出
超
過
は
、
国

内
市
場
低
迷
で
の
事
業
所
な
ど
の

統
廃
合
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
平
成
２４
年
９
月
定
例
会
で

の
「
市
営
野
球
場
を
先
行
し
て
建

設
す
べ
き
」
と
の
質
問
に
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
や
施
設
整
備
計

画
の
中
で
決
め
る
と
答
え
て
い
る

が
、現
時
点
で
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
公
約
で
あ
る
ド
ー
ム
型
競

技
場
や
新
野
球
場
の
建
設
は
、
基

本
構
想
を
策
定
中
で
あ
り
、
年
度

内
に
全
体
像
を
示
し
て
い
く
。

　
　
　
震
災
後
、
太
平
洋
側
と
結

ぶ
道
路
の
有
効
性
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
。
県
道
仙
台
山
寺
線
の
ト

ン
ネ
ル
化
に
向
け
、
国
や
県
に
働

き
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
県
道
仙
台
山
寺
線
の
ト
ン

ネ
ル
化
は
、
県
が
計
画
を
断
念
し
、

本
市
も
県
へ
の
要
望
を
取
り
下
げ

て
い
る
。
宮
城
県
と
の
ア
ク
セ
ス

の
重
要
性
は
強
く
認
識
し
て
い
る

が
、
以
前
に
比
べ
交
通
ア
ク
セ
ス

は
改
善
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
渋
谷
良
弥
氏
が
、
山
形
商

業
高
野
球
部
監
督
に
就
任
し
た
。

招し
ょ
う

聘へ
い
し
た
意
義
を
明
確
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
渋
谷
氏
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
野
球
の
競

技
力
向
上
や
振
興
に
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
同
氏
の
手
腕
に
よ
り
、

技
術
と
と
も
に
心
身
を
鍛
え
、
市

民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る

野
球
チ
ー
ム
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲移転が求められる市営野球場

丸
子　
善
弘 

議
員

　
　
　
１
１
９
番
通
報
に
関
す
る

訴
訟
は
救
急
車
の
不
出
動
と
死
亡

の
因
果
関
係
が
争
点
と
な
る
よ
う

だ
が
、市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
救
急
車
の
不
出
動
と
死
亡

の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
ま

で
は
考
え
に
く
い
が
、
対
応
し
た

職
員
の
判
断
に
職
務
上
の
過
失
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
詳
細
は
法

廷
の
場
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
　
　
救
急
要
請
へ
の
対
応
を
見

直
し
、
１
０
０
％
出
動
す
る
と
と

も
に
、
訴
訟
に
関
し
て
は
和
解
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
救
急
出
動
は
、
正
式
な
救

急
要
請
が
あ
れ
ば
こ
れ
ま
で
も
出

動
し
て
お
り
、
今
後
も
出
動
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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ス
ピ
ー
ド
感
の
な
い
体
質
を

打
開
せ
よ

テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
休
日
や
夜
間
も
交
付
で
き

る
自
動
交
付
機
を
、
市
役
所
と
市

街
地
公
民
館
４
カ
所
に
設
置
し
て

い
る
。
今
後
も
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
普
及
を
図
り
な
が
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
防
災
・
災
害
対
応
を
的
確

に
行
え
る
よ
う
自
衛
隊
と
の
連
携

を
強
化
し
、
自
衛
官
や
自
衛
隊
退

職
者
を
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
委
嘱
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
自
衛
隊
か
ら
は
、
市
防
災

会
議
の
委
員
と
し
て
協
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
総
合
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　
上
下
水
道
部
職
員
に
よ
る

詐
欺
事
件
や
暴
行
事
件
、
さ
ら
に

は
１
１
９
番
通
報
に
関
す
る
訴
訟

と
、
本
市
の
評
判
が
大
き
く
低
下

し
て
い
る
。
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
、

勤
務
時
間
中
の
禁
煙
や
出
退
勤
時

間
の
厳
守
な
ど
、
服
務
規
程
順
守

に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
所
属
長
お
よ
び
全
職
員
へ

綱
紀
保
持
の
徹
底
を
命
じ
て
い
る
。

倫
理
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な

ど
を
活
用
し
て
、
一
層
の
職
員
倫

理
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
市
職
員
と
し
て
適
性
を
欠

く
よ
う
な
場
合
に
は
、
地
方
公
務

員
法
に
基
づ
く
分
限
処
分
を
行
い
、

降
任
や
免
職
に
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

　
　
　
人
事
院
の
通
知
に
の
っ
と

り
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
適
正
に

対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
救
急
出
動
判
定
を
よ
り
適

正
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
に
、
医

療
関
係
者
と
の
連
携
強
化
や
体
制

の
充
実
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
救
急
隊
の
増
隊
、

救
急
救
命
課
の
新
設
、
民
間
に
よ

る
２４
時
間
救
急
医
療
相
談
サ
ー
ビ

ス
制
度
の
導
入
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
成
績
の
順
位
付
け
や
体
育

祭
で
の
個
人
種
目
は
、
中
学
校
と

い
う
集
団
の
場
で
生
き
る
力
を
育

む
教
育
で
あ
り
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
中
学
校
で
は
自
己
の
目
標

点
数
を
設
定
さ
せ
、
目
標
達
成
に

向
け
て
学
ぶ
態
度
の
育
成
を
大
切

に
指
導
し
て
い
る
。
体
育
の
個
人

種
目
は
授
業
で
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

４
年
経
過
し
て
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
へ
の
広
告
表
示
が

実
現
で
き
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
の

な
い
体
質
こ
そ
が
一
番
の
問
題
で

あ
り
、
市
長
は
こ
の
状
況
を
ど
う

捉
え
、ど
う
打
開
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
常
々
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
仕
事
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
特
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心

に
関
わ
る
部
分
は
最
優
先
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲自動交付機で行政サービスが受けられる住民基本台帳カード

長
谷
川
幸
司 
議
員

▲救急出動の体制強化・充実を

教
職
員
に
配
付
し
た
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
、
組
織
的
で
素
早

い
対
応
を
実
践
し
て
い
る
。
心
配

な
事
案
に
つ
い
て
は
、
指
導
主
事

な
ど
が
学
校
に
出
向
き
、
緊
急
の

ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
平
成
２５
年
３
月
末
で
中
小

企
業
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
が
切

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
対
応

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
市
内
の
金
融
機
関
か
ら
は
、

支
援
の
必
要
な
企
業
へ
の
貸
付
条

件
の
変
更
や
円
滑
な
資
金
供
給
に

努
め
る
姿
勢
は
、
終
了
後
も
何
ら

変
わ
り
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い

る
。
経
営
支
援
資
金
融
資
制
度
を

よ
り
利
用
し
や
す
い
も
の
に
な
る

よ
う
検
討
し
て
継
続
実
施
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
地
区
集
会
所
は
、
地
震
な

ど
の
災
害
時
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
本
部
や
避
難
所
と
な
る
た

め
、
耐
震
診
断
と
改
修
費
に
特
化

し
た
補
助
を
行
い
、
早
急
に
耐
震

化
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
現
行
の
補
助
制
度
も
考
慮

し
な
が
ら
、
耐
震
化
に
係
る
補
助

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
町

内
会
の
意
向
も
踏
ま
え
調
査
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
立
て
続
け
に
本
市
職
員
に

よ
る
不
祥
事
が
発
生
し
た
が
、
懲

罰
規
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
職
員
倫
理
規
程

を
定
め
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
厳

格
に
対
応
し
て
お
り
、
人
事
院
の

懲
戒
処
分
の
指
針
を
基
準
と
し
て
、

職
員
審
査
委
員
会
で
審
査
し
決
定

し
て
い
る
。
今
後
一
層
の
綱
紀
粛

正
に
努
め
る
た
め
、
職
員
倫
理
規

定
の
策
定
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
市
長
の
公
約
で
あ
る
、
地

元
企
業
の
活
性
化
を
主
と
し
た
産

業
用
地
の
造
成
に
よ
る
就
業
機
会

の
創
出
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
新
製
品
・
新
技
術
開
発
支

援
事
業
や
見
本
市
出
展
支
援
事
業
、

中
小
企
業
人
材
養
成
事
業
な
ど
を

実
施
し
、
山
形
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内

の
事
業
用
地
確
保
や
椹
沢
地
区
で

の
新
産
業
団
地
の
開
発
計
画
な
ど

を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

つ
い
て
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
と

複
合
し
て
さ
ら
な
る
普
及
を
図
る

と
と
も
に
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
な
ど
を
交
付
で
き
る
シ
ス

質
問

答
弁

質
問

平成２５年２月１日／１８３号
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脱
原
発
に
向
け
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
展
開
を

　
　
　
震
災
避
難
者
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
市
長
と
し
て
、
改
め

て
脱
原
発
と
い
う
方
向
を
明
確
に

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

質
問

川
口　
充
律 

議
員

　
　
　
常
々
、
原
発
に
依
存
し
な

い
社
会
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
市
長
は
、
本
市
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

答
弁

質
問

い
る
の
か
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
統
括
す
る
部
署
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
市
単
独
よ
り
も
地
域
全
体

で
推
進
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
統
括
す
る
部
署

の
設
置
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な

い
水
路
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
対

し
て
行
政
か
ら
協
力
を
働
き
掛
け

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
も
現
場
を
確
認
し
な
が

ら
、
地
元
町
内
会
お
よ
び
近
隣
関

係
者
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
管

理
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
南
沼
原
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
使
用
に
お
け
る
教
育
環
境
の

適
正
化
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

　
　
　
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

既
存
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は
手

狭
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
者
の
理
解
を
い

た
だ
い
た
上
で
の
当
面
の
対
応
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
既
存
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
他
に
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

使
用
で
き
る
こ
と
で
、
体
育
の
授

業
な
ど
の
教
育
環
境
が
大
き
く
改

善
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
南
沼
原
小
学
校
の
児
童
数

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

魅
力
あ
る
都
市
を
目
指
し

積
極
的
な
行
政
運
営
を
展
開
せ
よ

　
　
　
平
成
２５
年
に
開
催
を
予
定

し
て
い
る
、
最
上
義
光
公
没
後
４

０
０
年
記
念
事
業
の
基
本
的
な
事

業
コ
ン
セ
プ
ト
は
何
か
。

　
　
　
県
内
外
の
方
々
に
義
光
公

の
業
績
や
「
人
と
な
り
」
を
認
識

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
街
な
か

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
観
光
誘

客
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

記
念
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
市
民
と
の
共
創
と
い
う

視
点
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
他
市

の
例
を
参
考
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

を
公
募
す
る
な
ど
、
市
民
と
の
共

創
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

市
民
や
民
間
事
業
者
が
行
う
関
連

イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
を
積
極
的
に

行
い
、
記
念
事
業
の
周
知
拡
大
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

 

記
念
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
広
く
公
募
を
行
い
多
く
の

市
民
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
た
い
。
ま
た
、
市
民
な
ど
が

実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
も
、
希

望
者
に
は
協
賛
事
業
の
冠
を
付
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
本
来
は
市
街
化
区
域
に
編

入
す
べ
き
だ
が
調
整
区
域
と
な
っ

て
い
る
土
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
土
地
を
有
効
に
利
用
で
き
れ
ば
、

大
型
店
舗
の
誘
致
な
ど
も
可
能
と

な
り
、
雇
用
の
創
出
や
経
済
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
、
市

街
化
区
域
の
拡
大
に
対
す
る
市
長

の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
紅
の
蔵
な
ど
の
新
名
所
づ

く
り
を
行
い
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
取
り
組
む
な
ど
集
約
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、

市
街
化
区
域
の
拡
大
は
十
分
に
検

討
し
て
対
応
し
た
い
。

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
の

建
設
は
、
予
定
し
て
い
る
２
工
場

方
式
で
建
設
す
る
と
、
２０
年
間
に

要
す
る
費
用
が
１
工
場
方
式
よ
り

約
９０
億
円
も
割
高
に
な
る
。
土
地

の
面
積
が
広
く
１
工
場
方
式
で
の

建
設
が
可
能
な
隔
間
場
地
区
を
建

設
地
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
費

の
大
幅
な
削
減
を
図
り
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
大
胆
な

地
域
振
興
策
を
打
ち
出
し
て
、
市

の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
い
る

と
お
り
、
２
工
場
方
式
で
建
設
し

た
い
。
な
お
、
建
設
地
を
決
定
し

た
後
、
具
体
的
な
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
地
元
住
民
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　
進
捗ち
ょ
く

率
が
非
常
に
低
い
地

籍
調
査
に
つ
い
て
、
職
員
の
増
員

を
図
る
な
ど
調
査
体
制
を
強
化
し
、

早
期
完
了
を
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
今
後
と
も
県
に
対
し
て
予

算
の
増
額
を
要
望
し
な
が
ら
、
事

業
規
模
に
応
じ
た
調
査
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲記念事業で誘客に努めるのじゃ！

渡
辺　
　
元 

議
員

　
　
　
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る

と
新
た
な
産
業
や
雇
用
が
創
出
さ

れ
る
。
地
方
や
農
林
漁
業
従
事
者

に
と
っ
て
有
望
な
施
策
で
あ
る
が
、

市
と
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
今
後
、

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　
　
農
業
者
が
６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
場
合
、
確
実
な
計
画
性

や
実
効
性
が
重
要
と
な
る
た
め
、

今
後
、
関
係
機
関
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
視
察
研
修
の
実

施
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
対
す

る
市
独
自
の
支
援
を
検
討
し
、
支

援
策
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
。

質
問

答
弁
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よ
り
戦
略
的
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

え
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補

助
は
中
小
企
業
や
利
用
者
に
も
評

判
が
良
い
。
平
成
２５
年
度
以
降
も

補
助
を
継
続
し
、
予
算
も
増
額
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
２５
年
度
も
事
業
を
行
っ
て

い
く
。
予
算
は
、
経
済
効
果
を
念

頭
に
置
き
編
成
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
を
策
定
し
て
２
年
目
だ
が
、

事
業
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
計
画
に
掲
げ
た
１８
事
業
の

う
ち
１６
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

２３
年
度
の
バ
ス
利
用
者
数
は
、
成

果
指
標
に
対
し
て
約
３
・
８
％
下

回
っ
て
い
る
。

　
　
　
空
き
家
対
策
に
は
、
行
政

代
執
行
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
が
必

要
だ
と
思
う
。
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
２５
年
度
に
、
対
応
が
必
要

に
な
る
空
き
家
の
実
態
を
把
握
し

た
上
で
、
条
例
や
対
策
の
枠
組
み

を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
分
権
の
観
点
か
ら
、

将
来
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
ど
の
よ
う
な
機
能
や
役
割

を
持
た
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
将
来
的
に
は
、
各
地
区
で

で
き
る
も
の
は
地
区
が
担
う
、
地

域
分
権
の
拠
点
施
設
と
し
て
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
都
市
公
園
の
空
白
区
域
は
、

防
災
の
観
点
か
ら
も
早
期
に
解
消

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
条
件
の
見
合
う
土
地
が
あ

れ
ば
、
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
解

消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
災
害
時
に
地
域
の
方
々
が

民
間
の
敷
地
な
ど
に
避
難
が
で
き

る
よ
う
に
、
行
政
が
主
体
と
な
っ

て
民
間
企
業
な
ど
へ
協
力
を
要
請

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
所
有
者
と
地
区
で
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
支
援
が
必

要
な
場
合
は
、
市
か
ら
も
所
有
者

へ
協
力
を
促
し
て
い
く
。

　
　
　
図
書
の
返
却
ポ
ス
ト
を
複

数
設
置
し
、
未
返
却
の
減
少
や
利

用
促
進
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
利
便
性
向
上
な
ど
の
観
点

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
営
利
企
業
に
よ
る
認
可
保

育
所
へ
の
参
入
は
、
利
益
優
先
に

よ
る
質
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
認
可
は
県
と
な
る
が
、
市

が
行
う
認
可
申
請
に
対
す
る
意
見

書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
現
在

の
保
育
の
質
が
維
持
さ
れ
る
よ
う

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
発
達
の
遅
れ
な
ど
が
疑
わ

れ
る
子
ど
も
に
対
し
て
適
切
な
支

援
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
市
内
の
保
育
所
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
が
指
導
や
助
言
を
行

う
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲地域分権の拠点として期待されるコミュニティセンター

斉
藤　
栄
治 
議
員

▲今後の利用拡大が期待される燃料電池

が
適
正
規
模
と
な
る
時
期
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
新
校
舎

の
着
工
時
期
は
い
つ
か
。

　
　
　
適
正
規
模
と
な
る
の
は
平

成
３４
年
頃
と
推
計
し
て
い
る
。
校

舎
な
ど
の
改
築
時
期
に
つ
い
て
は
、

児
童
数
が
適
正
規
模
と
な
る
時
期

を
一
つ
の
目
安
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
山
形
ら
し
い
公
契
約
条
例

を
制
定
す
る
た
め
、
今
後
の
工
程

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
公
契
約
に
関
す
る
本
市
の

基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
上

で
、
雇
用
者
側
と
労
働
者
側
双
方

の
関
連
団
体
な
ど
に
意
見
を
聞
い

て
い
く
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、

２６
年
４
月
の
条
例
施
行
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
震
災
の
被
災
地
な
ど
で
業

務
を
再
開
で
き
な
い
企
業
に
対
し
、

復
興
応
援
の
意
味
も
込
め
て
本
市

へ
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
条
件

に
十
分
配
慮
し
、
関
係
機
関
な
ど

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
自
然

災
害
の
少
な
い
山
形
市
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
誘
致
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
除
雪
し
た
後
の
雪
に
よ
り
、

家
屋
な
ど
へ
の
出
入
り
が
で
き
な

い
な
ど
の
支
障
が
出
て
い
る
。
対

策
は
な
い
の
か
。

　
　
　
道
路
の
除
雪
は
迅
速
性
と

効
率
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
家

屋
の
出
入
り
口
の
雪
処
理
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
方
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
進

展
し
て
い
く
な
か
で
、
地
域
の
福

祉
力
の
維
持
を
お
願
い
し
な
が
ら
、

新
た
な
行
政
対
応
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
済
生
館
で
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
全
部
適
用
に
向
け
た
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
の

経
緯
と
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
経
営
が
安
定
し
繰
越
欠
損

金
も
解
消
し
た
こ
と
か
ら
、
一
層

の
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

経
営
形
態
を
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
看
護
師
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
体
制
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
福
祉
や
介
護
の
人
材

確
保
に
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
看
護
師
確
保
に
つ
い
て
は
、

奨
学
金
制
度
を
含
め
て
ど
の
よ
う

な
支
援
制
度
が
効
果
的
か
調
査
研

究
し
て
い
く
。
介
護
従
事
者
の
確

保
に
も
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま

質
問

答
弁

質
問

答
弁

平成２５年２月１日／１８３号
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予　　算
委 会員

　
予
算
委
員
会
は
１２
月
６
日
に
開
会
し
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
区
画
整

理
・
駐
車
場
・
公
設
地
方
卸
売
市
場
・
農

業
集
落
排
水
の
各
事
業
会
計
補
正
予
算
、

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
の
議
案
９
件

を
議
題
と
し
、
各
担
当
部
長
か
ら
議
案
に

対
す
る
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
分
科
会
に
付
託
し
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
１２
月
１２
日
に
委
員
会
を
再
開
し
、
各
分

科
会
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
採
決
し
た
結

果
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は

全
員
異
議
な
く
可
決
お
よ
び
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
各
分
科
会
の
審

査
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

総
務
分
科
会

市
税
収
入
の
状
況
に
よ
る

�

歳
入
の
補
正
な
ど
を
審
査

　
　
　
市
民
税
に
つ
い
て
、
当
初

の
歳
入
見
込
み
と
の
違
い
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
当
初
の
見
込
み
で

は
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
所
得

全
体
の
８
割
を
占
め
る
給
与
所
得

の
伸
び
を
平
成
２３
年
度
の
０
・
５

％
減
と
み
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

委
員

市
民
税
課
長

１２月の主な補正予算
一般会計　２４億３,４９６万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

財政調整基金積立金…６億４,７９３万円

自立支援給付費（障がい福祉サービ
ス給付金等）�…………４億７,４００万円

生活保護費�……………２億５,８００万円

人件費�…………………１億８,６３７万円

県施行都市計画街路事業費負担金
� ……１億１３６万円

民間立保育所運営委託料
� ……６,２５０万円

ドーム型競技場建設基金積立金
� ……５,０００万円

土
地
に
つ
い
て
は
宅
地
か
ら
雑
種

地
へ
の
地
目
変
更
が
多
か
っ
た
こ

と
、
家
屋
に
つ
い
て
は
３
年
に
１

度
の
評
価
替
え
に
よ
る
減
価
率
が

見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
や
、
大

規
模
建
築
物
の
取
り
壊
し
が
増
加

し
た
こ
と
、
償
却
資
産
に
つ
い
て

は
設
備
投
資
が
見
込
み
よ
り
少
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
金
融
関
係
な
ど
、
不
良
債

権
を
抱
え
て
納
税
が
な
か
っ
た
業

種
の
動
向
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
産
業
別
で
み
る
と
、

保
険
業
以
外
は
全
て
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
納
付
が

な
か
っ
た
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
、

２４
年
度
は
一
部
金
融
機
関
か
ら
納

付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
た
ば
こ
税
の
収
入
が
増
加

し
て
い
る
が
、
販
売
本
数
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
本
数
と
し
て
は
、

２３
年
度
決
算
の
約
５
％
の
減
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

委
員

市
民
税
課
長

委
員

市
民
税
課
長

　
　
　
生
活
保
護
費
負
担

金
が
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
近
年
の
対
象
世
帯
の

推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２３
年
３
月
末

で
は
１
２
５
６
世
帯
で
、

２４
年
の
９
月
末
に
は
１
３

１
２
世
帯
と
な
り
、
半
年

で
５６
世
帯
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
２０
年
度
末
は
８
８

９
世
帯
で
あ
り
、
３
年
半

で
４７
％
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
生
活
保
護
の
増
加

は
、
仕
事
が
無
い
だ
け
で

委
員

財
政
課
長

委
員

は
な
く
公
助
に
頼
り
す
ぎ
て
働
く

意
欲
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
。
社
会
の
活
力
も
無

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
働
く
意
欲
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
福

祉
部
門
で
の
就
労
支
援
も
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
は
限
度

額
ま
で
の
起
債
は
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
は

交
付
税
の
代
替
と
し
て
制
度
化
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
、
発
行
可
能
額

は
普
通
交
付
税
の
算
定
と
同
時
に

行
わ
れ
て
い
る
。
県
か
ら
も
可
能

額
ま
で
借
り
入
れ
る
よ
う
指
導
が

あ
る
中
で
の
予
算
措
置
で
あ
る
。

　
　
　
今
後
、
国
が
公
共
事
業
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
取
り
崩
し
を
や
め
た
財
政
調

財
政
課
長

委
員

財
政
課
長

委
員

給
与
・
雇
用
に
改
善
が
み
ら
れ
、

納
税
義
務
者
も
８
０
０
人
ほ
ど
増

え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
今
回
の

補
正
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
固
定
資
産
税
の
減
少
は
ど

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
主
な
要
因
と
し
て
、

委
員

資
産
税
課
長

整
基
金
は
、
第
２
期
経
営
計
画
な

ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
財
政
調
整
基
金
は
突

発
的
な
支
出
な
ど
に
備
え
る
も
の

で
あ
り
、
市
の
事
業
を
進
め
る
上

で
の
財
源
に
も
な
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
ま
ず
事
業
を
行
う
か

ど
う
か
を
判
断
し
、
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
適

※

債
事
業
な
の
か
、
一
般

財
源
の
負
担
が
ど
の
よ
う
に
な
る

か
な
ど
を
精
査
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
市
職
員
の
退
職
手
当
が
増

え
て
い
る
が
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
職
員
課
所
管
の
も
の

と
し
て
は
、
定
年
等
退
職
が
２９
人
、

勧
奨
退
職
が
１０
人
、
そ
の
他
退
職

が
３
人
の
ほ
か
、
予
備
と
し
て
の

１
人
分
で
あ
る
。

　
　
　
公
務
災
害
補
償
負
担
金
の

財
政
部
長

委
員

職
員
課
長

委
員

▲納税が支える住みよい街づくり

※　適債事業…自治体の地方債が事業を行う際の財源として認められる事業。
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増
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も

の
か
。

　
　
　
　
　
先
の
大
震
災
に
よ
り

３
１
０
人
の
地
方
公
務
員
が
亡
く

な
っ
た
た
め
、
全
国
の
地
方
公
共

団
体
な
ど
が
臨
時
特
例
的
に
負
担

す
る
も
の
で
あ
る
。

職
員
課
長

　
　
　
補
正
予
算
の
編
成
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
補
正
予
算
の
考
え
方

と
し
て
は
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の

や
国
・
県
の
内
示
に
よ
る
も
の
、

さ
ら
に
は
事
務
の
執
行
状
況
や
政

策
的
な
も
の
が
あ
る
。

委
員

財
政
課
長

厚
生
分
科
会

生
活
保
護
受
給
者
へ
の

�
対
応
な
ど
を
確
認

　
　
　
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
は

何
世
帯
が
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２４
年
１０

月
１９
日
現
在
で
、
１
万
８
１
４
１

世
帯
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
今
回
２
カ
所
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
学
校
内
に
移
転
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
２５
年
４
月
か

ら
開
所
で
き
る
の
か
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
開
所
を

想
定
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
移
転

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

　
　
　
障
が
い
者
の
自
立
支
援
に

関
す
る
事
業
は
、
県
か
ら
市
へ
委

託
さ
れ
た
事
務
で
あ
る
が
、
新
た

に
増
え
た
事
務
に
対
し
て
人
的
な

対
応
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
障
が
い
者
の
方

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

が
増
加
し
て
い
る
中
で
、

新
た
な
事
務
も
含
め
た
障

が
い
福
祉
全
体
と
し
て
、

職
員
が
２
人
増
員
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
生
活
保
護
に
関
連

し
た
孤
独
死
対
策
と
し

て
、
電
力
会
社
な
ど
と
の

連
携
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
電
力
会

社
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る

ほ
か
、
水
道
や
税
、
国
保

な
ど
と
も
連
携
し
な
が

委
員

生
活
福
祉
課
長

▲より安全・安心な本沢小への移転が決まったこんぺいとうクラブ

ら
、
支
払
い
の
難
し
い
人
に
は

福
祉
の
窓
口
へ
相
談
し
て
も
ら

う
よ
う
案
内
し
て
い
る
。

　
　
　
生
活
保
護
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
近

年
は
不
正
に
受
給
す
る
こ
と
な

ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
本

市
の
生
活
保
護
受
給
者
も
増
加

し
て
い
る
が
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
に
お
い
て
、

生
活
支
援
戦
略
の
中
で
生
活
保

護
制
度
の
見
直
し
と
併
せ
て
、

生
活
保
護
ま
で
い
か
な
い
生
活

困
窮
者
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
就
労
支
援
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
の
奨
励
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
母
子
生
活
支
援
施
設
む
つ

み
ハ
イ
ム
に
は
何
世
帯
が
入
所
し
、

運
営
費
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
定
数
２０
世
帯

中
、
現
在
１８
世
帯
が
入
所
し
て
お

り
、
本
市
か
ら
１２
世
帯
と
見
込
ん

で
い
る
。
運
営
費
の
支
出
は
１２
世

帯
分
が
対
象
と
な
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
に
係
る
、

国
の
負
担
率
と
県
の
補
助
率
が
変

更
さ
れ
た
が
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２４
年
４
月

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国
の
負
担

率
が
２
％
下
が
り
、
県
の
補
助
率

が
２
％
上
乗
せ
さ
れ
た
。
本
市
国

保
事
業
会
計
へ
の
影
響
は
な
い
。

　
　
　
給
付
基
金
積
立
金
の
目
標

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

額
の
目
安
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
で
、

剰
余
金
が
生
じ
た
と
き
は
保
険
給

付
費
な
ど
の
直
近
３
カ
年
の
平
均

年
額
の
１０
分
の
１
ま
で
積
み
立
て

る
も
の
と
し
て
い
る
。
現
在
の
目

標
額
は
１９
億
４
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
全
国
で
は
国
保
税
が
払
え

な
い
た
め
、
国
保
に
加
入
し
な
い

と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
が
、
本

市
の
国
保
加
入
者
が
減
少
し
て
い

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員産

業
文
教
分
科
会

市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設
や

�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
事
業
を
検
証

　
　
　
企
業
誘
致
事
業
費
は
、
蔵

王
み
は
ら
し
の
丘
へ
の
工
場
新
設

へ
の
助
成
と
の
こ
と
だ
が
、
企
業

が
購
入
し
た
土
地
の
面
積
や
雇
用

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

委
員

の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２４
年
３
月
に
約

３
・
３７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
約

２
億
４
２
０
０
万
円
で
購
入
し
、

同
年
１１
月
５
日
か
ら
操
業
開
始
し

商
工
課
長

る
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
の
加
入
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
出
生
数
よ
り
死

亡
数
が
多
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
国
保
税
が
払
え
な
い
人
に

対
し
て
も
、
国
保
に
加
入
し
て
も

ら
う
と
い
う
方
向
で
進
め
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
皆
保

険
制
度
と
し
て
、
他
の
被
用
者
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
に
対
し

て
は
、
国
保
に
加
入
し
て
も
ら
う

よ
う
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
補
正
予
算
額
が
約
２
億
円

で
、
当
初
予
算
の
約
３
割
増
と
な

る
が
そ
の
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
所
得
に
よ
り
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
割
合
が
違
っ

て
く
る
が
、
２４
年
度
は
低
所
得
者

層
の
割
合
が
高
い
こ
と
な
ど
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

介
護
保
険
課
長

▲国保への加入で安心できる医療サービスの受給を

平成２５年２月１日／１８３号
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て
い
る
。
ま
た
、
正
社
員
と
し
て

雇
用
さ
れ
た
１３
人
の
う
ち
９
人
が

山
形
市
民
で
あ
る
。

　
　
　
山
形
ま
な
び
館
運
営
事
業

の
現
状
を
見
る
と
、
ま
な
び
館
が

有
効
に
利
活
用
さ
れ
て
い
る
か
疑

問
で
あ
る
。
市
と
し
て
考
え
て
い

た
施
設
の
方
向
性
と
現
状
と
の
違

い
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
運
営
団
体
は
、
グ※
１
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

特
定
の
分
野
で
は
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
が
、
年
間
入
館
者
数
が

５
万
人
に
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

委
託
す
る
事
業
の
内
容
を
精
査
し
、

市
が
求
め
る
も
の
を
ど
う
実
現
す

る
の
か
を
評
価
し
た
上
で
、
次
の

運
営
事
業
者
を
選
定
し
、
広
く
市

民
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

委
員

商
工
課
長

え
て
い
る
。

　
　
　
ま
な
び
館
を
有
効
活
用

す
る
に
は
２
、
３
階
の
利
活
用

に
早
く
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

ま
な
び
館
の
将
来
的
な
姿
を
示

し
た
上
で
運
営
事
業
者
を
公
募

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
ナ
ナ
ビ
ー
ン
ズ
も

含
め
、
各
施
設
の
あ
る
べ
き
姿

を
１
〜
２
年
の
う
ち
に
明
確
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会

に
出
場
す
る
選
手
が
増
え
た
こ
と

で
、
全
国
大
会
等
出
場
奨
励
費
の

予
算
を
増
額
す
る
の
は
良
い
傾
向

だ
と
思
う
が
、
制
度
自
体
を
知
ら

な
い
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
広

く
市
民
に
周
知
す
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
が
で

き
て
か
ら
年
数
も
た
っ
て
お
り
、

委
員

商
工
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

あ
る
程
度
周
知
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
　
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台

整
備
事
業
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

走
路
な
ど
の
ジ
ャ
ン
プ
台

本
体
の
改
修
の
ほ
か
、
審

判
棟
や
運
営
本
部
棟
の
改

築
、
夜
間
照
明
設
備
の
設

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

▲ものづくりを通して山形の魅力を発信するまなび館

置
な
ど
、
全
体
的
な
改
修
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
ジ
ャ
ン
プ
台
整
備
に
つ
い

て
の
県
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
本
来
は
県
が
担

う
べ
き
事
業
を
本
市
が
担
っ
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
県
に
も
応
分
の

負
担
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
を
先

頭
に
、
事
あ
る
ご
と
に
県
に
も
負

担
を
要
望
し
て
い
る
。
県
で
は
現

在
検
討
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
国
際
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
大
会

に
対
す
る
県
の
負
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２４
年
３
月

に
開
催
さ
れ
た
大
会
へ
の
県
の
負

担
金
は
３６
万
円
で
あ
り
、
今
回
の

負
担
も
同
程
度
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
の
建
設

に
関
し
て
、
関
係
団
体
か
ら
意
見

を
聴
く
の
は
大
切
だ
と
考
え
る
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

▲国内外の一流選手が競う舞台となる蔵王ジャンプ台

し
か
し
、
建
設
候
補
地
の
例
や
建

設
の
年
次
計
画
な
ど
、
本
委
員
会

に
も
報
告
さ
れ
て
い
な
い
内
容
が

記
載
さ
れ
た
資
料
が
「
仮
称
山
形

市
ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
基
本
構

想
案
」
と
題
し
て
ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
に
配
布
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

関
係
団
体
へ
の
説
明
の
前
に
、
議

会
に
対
し
て
何
ら
か
の
報
告
が
あ

る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
に

関
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
の
場
で
、
意
見
が
出
や

す
く
す
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
保
健

教
育
部
長

課
の
試
案
と
し
て
作
成
し
配
布
し

た
資
料
で
あ
る
が
、
表
題
な
ど
の

表
現
に
適
正
さ
を
欠
き
、
あ
た
か

も
基
本
構
想
案
で
あ
る
か
の
よ
う

な
誤
解
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
は
お

わ
び
す
る
。

　
　
　
第
七
中
学
校
の
雨
水
等
排

水
設
備
改
修
事
業
費
の
減
額
は
、

工
事
の
や
り
直
し
を
避
け
る
た
め

の
措
置
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
敷

地
の
排
水
に
支
障
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
排
水
管
の
崩
落

防
止
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
支
障

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員

教
委
管
理
課
長

環
境
建
設
分
科
会

市
民
の
た
め
に
着
実
な
街
路
整
備
と

�

道
路
補
修
の
実
施
を

　
　
　
都
市
計
画
街
路
事
業
の
財

源
に
つ
い
て
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
が
減
額
に
な
っ
た
分
の

手
当
て
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

委
員

か
。

　
　
　
　
　
　
　
入
札
差
金
の

活
用
や
市
債
に
よ
る
財
源
の
組

み
替
え
を
行
い
、
事
業
の
進
行

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
道
路
維
持
補
修
事
業
の

債
務
負
担
の
限
度
額
が
例
年
に

比
べ
て
低
い
が
、
主
な
理
由
は

何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
県
内

各
市
町
村
が
凍※
２
上
災
に
関
す
る

都
市
政
策
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

▲平成２５年４月の開通を目指す十日町双葉町線

※１　グッドデザイン賞…公益法人日本デザイン振興会が主催する、製品やビジネスモデル、イベント活動などの総合的なデザインの推奨制度。
※２　凍上災…主に寒さが原因で道路のアスファルト表面にヒビが入り、損傷したもの。

補
修
工
事
を
発
注
し
て
い
る
た
め
、

舗
装
業
者
の
手
配
が
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
そ
の
た
め
舗
装
道
路
補

修
分
を
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。
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総
務
委
員
会

下※
１
水
道
除
害
施
設
に
係
る

固
定
資
産
税
の
軽
減
割
合
を
審
査

常　任
委 会員

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
土
地
の
取

得
、
建
物
等
の
取
得
、
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
設
定
、
準
用
河
川
に
係
る
河
川

管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

の
設
定
な
ど
の
議
案
１３
件
で
す
。

　
各
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
に
審
査
し
た
結
果
、
全

て
の
案
件
は
全
員
異
議
な
く
可
決
お
よ
び
同
意
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

▲屋内で楽しく遊ぶ子ども（県こども館）

　
　
　
わ※
２
が
ま
ち
特
例
に
よ
り
、

本
市
で
は
下
水
道
除
害
施
設
に
つ

い
て
定
め
る
が
、
他
に
は
ど
う

い
っ
た
項
目
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
特
定
都
市
河
川
の

特
例
規
定
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
に
は
特
定
都
市
河
川
が
な
い

た
め
適
用
を
見
送
っ
た
。
ま
た
、

下
水
道
除
害
施
設
も
現
在
は
無
い

が
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
定
め
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
軽
減
率
を
４
分
の
３
と
し

た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
本
市
の
下
水
道
条

例
に
お
け
る
水
質
基
準
を
国
の
基

準
と
同
等
に
定
め
て
い
る
こ
と
や
、

国
の
参※
３
酌
基
準
で
は
軽
減
率
が
４

分
の
３
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加

え
て
東
北
県
庁
所
在
都
市
や
県
内

で
条
例
を
定
め
る
他
市
町
も
４
分

の
３
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
国
の
参
酌
基
準
に
合
わ
せ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
地
方

委
員

資
産
税
課
長

委
員

資
産
税
課
長

委
員

　
　
　
幼
児
遊
戯
施
設
の
土
地
は

県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
購
入
す
る

が
、
取
得
額
や
借
り
入
れ
利
率
が

割
高
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
住
宅
供
給

公
社
と
所
有
者
の
間
で
協
議
中
で

あ
る
が
、
適
正
な
額
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
利
率
は
、
市
が

借
り
入
れ
る
場
合
と
比
較
し
て
高

く
な
ら
な
い
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
施
設
の
設
置
場
所
は
大
き

な
道
路
に
面
し
て
い
な
い
。
施
設

の
西
側
の
土
地
を
買
収
し
、
市
道

を
作
る
予
定
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
道
下
条
今

委
員

子
育
て
推
進
部
長

委
員

子
育
て
推
進
部
長

厚
生
委
員
会

幼
児
遊
戯
施
設
建
設
に
向
け
た

検
討
課
題
な
ど
を
議
論

の
自
主
性
が
見
え
な
い
。
今
後
、

制
度
が
拡
大
さ
れ
た
際
の
方
向
性

を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
基
本
的
に
は
国
の
参

酌
基
準
を
尊
重
し
、
本
市
な
り
の

特
殊
な
事
情
が
あ
れ
ば
国
の
定
め

る
範
囲
内
で
独
自
に
定
め
る
こ
と

に
な
る
。

財
政
部
長

　
　
　
地
域
主
権
改
革
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
構
造
基
準
な
ど
が
各

自
治
体
の
独
自
判
断
で
定
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
役
所
内
で

参
酌
基
準
に
つ
い
て
の
協
議
は

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
道
の
認
定
幅

員
を
、
道
路
構
造
令
で
４
ｍ
以
上

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
６
ｍ
以
上
に

す
る
な
ど
本
市
独
自
の
基
準
と
し

委
員

道
路
維
持
課
長

環
境
建
設
委
員
会

地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
た

基
準
の
設
定
が
可
能
に

塚
線
へ
の
接
続
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
に
お
い
て
道
路
事
業
と
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
広
い
駐
車
場
を
設
置
す
れ

ば
、
無
断
駐
車
が
懸
念
さ
れ
る
。

駐
車
場
の
施
錠
な
ど
の
対
策
を
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
詳
細

を
検
討
し
て
い
く
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

で
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

へ
の
応
募
倍
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、

入
所
要
件
に
お
け
る
所
得
制
限
を

変
更
す
る
と
い
う
議
論
は
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
所
得
制
限
を
引

き
上
げ
れ
ば
倍
率
が
上
が
り
、
引

き
下
げ
れ
ば
現
在
の
入
居
者
へ
の

影
響
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
県

営
住
宅
と
の
整
合
性
も
考
え
、
従

来
の
基
準
を
条
例
化
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
今
後
、
布
設
工
事
監
督
者

委
員

管
理
住
宅
課
長

委
員

て
設
定
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域

特
性
や
社
会
的
情
勢
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
基
準

を
改
定
し
て
い
く
。

　
　
　
準
用
河
川
に
係
る
河
川
管

理
施
設
な
ど
の
構
造
の
技
術
的
基

準
は
、
な
ぜ
参
酌
基
準
の
ま
ま
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

ま
で
の
基
準
で
河
川
の
安
全
は
確

保
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ガ
ス
・
水

道
・
電
力
な
ど
の
関
係
す
る
占
用

事
業
者
か
ら
も
意
見
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
従
来
の
基
準
を
条
例

委
員

河
川
道
路
整
備
課
長
補
佐

請願・陳情
　１２月定例会で審議された請願は、請願者から撤回の申し出があった
１件を除く継続中の２件です。陳情は、新たに提出された１件を審査
しました。結果は以下の通りです。�（※印は新たに提出されたもの）

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
願

速やかな取調べの可視化（取調べ
の全過程の録画）の実現を求める
ことについて

遠藤　吉久
渡辺　　元
阿曽　　隆

総　務 継続審査
山形県弁護士会
会長　山上　朗
防災対策など住民の安心・安全を
支える行政サービスの体制・機能
の充実を求めることについて 佐藤亜希子

遠藤　吉久 総　務 継続審査
国土交通労働組合東北地方協議会
議長　後藤　明広

陳　
情
※
沖縄へのオスプレイ配備を撤回し
基地負担の大幅な軽減を求めるこ
とについて 総　務 不採択
遠藤　和子　ほか９人

※１　下水道除害施設…下水道施設の保護などのため公共下水道に排出する前に下水中の有害物質を除去する施設。
※２　わがまち特例…税制改正により国が一律に定めていた地方税の特例について、地方自治体が自主的に判断して条例で定められるように
　　　　　　　　　　する仕組み。
※３　参酌基準…法令で定めている基準を自治体の条例で定めるに当たって参考とする基準。

平成２５年２月１日／１８３号
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■■日誌

や
水
道
技
術
管
理
者
の
人
員
が
不

足
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
卒

業
・
高
校
卒
業
と
い
っ
た
学
歴
の

違
い
で
、
必
要
な
経
験
年
数
に
違

い
は
あ
る
が
、
現
在
は
充
足
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
人
事
異
動
は
あ
る
が
充

足
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
公
共
下
水
道
に
排
出
す
る

上
下
水
道
部
総
務
課
長

委
員

か
。
ま
た
、
公
園
に
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
施
設
を
建
て
ら
れ
る
よ

う
に
、
建
ぺ
い
率
を
緩
和
す
る
と

い
う
議
論
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
園
規
模
の
基

準
は
あ
く
ま
で
も
標
準
で
あ
り
、

設
置
場
所
の
状
況
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
く
。
建
ぺ
い
率
に
つ
い
て

は
、
公
園
の
主
た
る
目
的
は
屋
外

で
の
活
動
で
あ
り
、
公
園
本
来
の

機
能
を
維
持
す
べ
き
と
い
う
観
点

か
ら
参
酌
基
準
の
ま
ま
と
し
た
。

公
園
緑
地
課
長

水
質
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
終
末
処
理
場
へ
の
影
響
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
下
水
道
の
整
備
率

が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般

家
庭
か
ら
の
排
水
量
も
増
え
て
き

て
い
る
。
今
後
、
製
造
業
な
ど
か

ら
の
大
幅
な
排
出
量
の
増
加
は
見

込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
十
分
対
応

が
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
公
園
規
模
の
基
準
な
ど
を

緩
和
す
る
こ
と
で
、
公
園
が
な
い

地
域
の
整
備
が
進
む
の
で
は
な
い

給
排
水
課
長

委
員

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
を
決
定

　
選
挙
管
理
委
員
と
同
補
充
員
は
、

議
会
の
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２４
年
１２
月
２２
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
次
の

方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
】

　
細ほ
そ
谷や　
伸の
ぶ
夫お 

氏
（
旅
篭
町
）

　
岩い
わ
城き　
慎し
ん
二じ 

氏
（
大
手
町
）

　
安あ

達だ
ち　
正ま
さ
志し 

氏
（
若
木
）

　
髙た
か
橋は
し　
春は
る
美み 

氏
（
東
原
町
）

【
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
】

　
佐さ

藤と
う　
澄す
み
子こ 

氏
（
伊
達
城
）

　
安あ

部べ　
信の
ぶ
雄お 

氏
（
江
南
）

　
勝か
つ
見み　
祐ゆ
う
子こ 

氏
（
銅
町
）

　
鈴す
ず
木き

左さ

千ち

夫お 

氏
（
江
俣
）

（
１１
月
）

９
日　
議
会
運
営
委

員
会

１９
日　
議
会
基
本
条

例
素
案
市
民

報
告
会

２２
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

２９
日　
１２
月
定
例
会
開
会

　
　
　
本
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

（
１２
月
）

４
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

５
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）、議

会
運
営
委
員
会
、
議
会
改

革
検
討
委
員
会

６
日　
予
算
委
員
会
、
議
会
基
本

条
例
素
案
報
告
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
産
業
文
教

委
員
会

７
日　
環
境
建
設
委
員
会
、
総
務・

厚
生
・
産
業
文
教
・
環
境

建
設
分
科
会

　
　
　
全
員
協
議
会

１０
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
委
員
会
、
産
業

文
教
分
科
会

１２
日　
予
算
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

１３
日　
議
会
運
営
委
員
会

１４
日　
本
会
議

　
　
　
１２
月
定
例
会
閉
会

２１
日　
議
会
報
委
員
会

（
２
月
）

１４
日　
議
会
運
営
委
員
会

２１
日　
本
会
議
（
開
会
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

２６
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

２７
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

２８
日　
予
算
委
員
会

（
３
月
）

１
日　
予
算
分
科
会（
補
正
予
算
）

５
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
予
算

委
員
会
、
本
会
議

６
日　
予
算
分
科
会

　
　
　
（
新
年
度
予
算
）

７
日　
予
算
分
科
会

　
　
　
（
新
年
度
予
算
）

１１
日　
常
任
委
員
会

１３
日　
予
算
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

１４
日　
議
会
運
営
委
員
会

１５
日　
本
会
議
（
閉
会
）

　
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
６
４
２
）
８
４
０
４

議会報研修会に参加
　平成２４年１１月８日に、県市議会議長会
主催の議会報研修会が酒田市で開催さ
れ、議会報委員５人が参加しました。
　研修会は、株式会社メディアブレーン
代表取締役の吉村潔氏を講師に、「『わか
りやすく、発信力のある広報誌づくり』
〜議会広報の新たな展開に向けて」の演
題で行われました。読者の目に留まりや
すい内容や読みやすいレイアウトの仕方
など、議会報づくりの基本とテクニック
を学んできました。今後も、より親しま
れる「やまがた市議会報」を目指し作成
していきます。

▲読みやすい議会報の作成方法を学びました

▲地域の憩いの場となる公園

人�

事�

案�

件
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　　　　　の  教えて! 議会用語
Ｑ 定例会ってなんだベニ？

Ａ　　定例会とは、山形市のルール（条例）やお金の使い
方（予算）など、市にとって大事なことを決めるために
定期的に開かれる会議のことをいうよ。山形市議会で
は、３月・６月・９月・１２月の年４回開くことになって
いるんだ。また、定例会以外に緊急に決めなければなら
ないことがあるときに開く会議は臨時会というよ。

　　定例会や臨時会の期間中に行う、議
員全員で構成する会議のことをいうよ。
本会議は、市政全般に対する質問（一般
質問）を行ったり議案を審議するなど、
市議会としての最終的な意思決定（議決）
を行う一番大事な会議なんだよ。

Ａ

Ｑ 本会議ってなんだベニ？

ホームページの会議録検索システムをリニューアルしました
−新たに常任委員会、全員協議会などの閲覧・検索が可能に−

　平成２４年７月から、これまでの本会議、予算・決算委員会の会議録の閲覧・検索に加え、新たに常任委員会、
全員協議会などの会議録が閲覧・検索できるようになりました。
　現在ご利用いただけるのは、平成７年１月以降の本会議、予算・決算委員会の会議録、平成９年１月以降の
常任委員会、議会運営委員会、全員協議会の会議録です。検索は、会議の種類や会議期間のほか、キーワード
や発言者、答弁者などから検索することができます。ぜひご活用ください。

まず、山形市議会へアクセス

最近の話題、
トピックの検
索もできます

ここをクリック

キーワード
で検索

会議期間で
検索

発言者、答弁者
などで検索 会議の種類が指定できます

詳細検索
はここを
クリック

　　　　　の　　　　　の

平成２５年２月１日／１８３号
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山形市立谷川地区

山形市役所

上山市役所

山形自動車道

至天童

至南陽

東
北
中
央
自
動
車
道

上山市川口地区

（立谷川清掃工場）

13348

み よみ り 情 報
�山形市
�蔵王樹氷まつり
と　き　２月〜３月
ところ　蔵王温泉スキー場
内　容　２月２日（土）１９時３０分から、

上の台ゲレンデで行われる「雪
と炎の饗宴」をはじめ、樹氷ラ
イトアップやジャンケン大会な
ど、期間中さまざまなイベント
が行われます。

問い合わせ先　蔵王温泉観光協会案内所
� 　☎６９４-９３２８

�上山市
�かみのやまの雛まつり
と　き　３月３日（日）〜４月３日（水）
ところ　上山城および蟹仙洞博物館
内　容　御殿雛や享保雛をはじめ、

土人形などの珍しい雛人形
も展示しています。

問い合わせ先　上山城管理公社
　　　　　　　　　　　☎６７３-３６６０
　　　　　　　蟹仙洞　☎６７２-０１５５

�中山町
�柏倉九左ェ門家ひな祭り
と　き　３月２日（土）〜４月３日（水）
ところ　柏倉九左ェ門家
　　　　中山町大字岡８
内　容　同家に伝承されているお雛飾りが展

示されます。（水曜定休日、４月３
日は開館）【料金】高校生以上/５００
円、小・中学生/３００円

問い合わせ先　柏倉九左ェ門家　☎６６２-３５２１

�山辺町
�まんだらの里 雪の芸術祭
と　き　２月９日（土）
ところ　作谷沢ふれあい自然館

とその周辺
内　容　雪のオブジェや炎に囲

まれる幻想的な祭りで
す。

問い合わせ先　作谷沢公民館
� 　☎６６６-２１２１

市政トピックス

エネルギー回収施設（新清掃工場）の建設地決定！
　山形市・上山市・山辺町・中山町の４市町で組織する山形広域環境事務
組合（管理者：市川昭男山形市長）では、２工場方式によるエネルギー回
収施設（新清掃工場）の建設を計画しています。このうち１カ所は、平成
２３年１１月に山形市立谷川地区に建設することを決定しており、平成２９年度
中の稼働を目指しています。もう１カ所の建設地は、２４年１２月６日の同組
合の議会で上山市川口地区に決定しました。今後は、平成３０年の稼働に向
けて建設を進めることになります。

ドーム型競技場建設に向けて基金を積み立て
　本市では第２期経営計画（平成２４〜２８年度）において、冬期間
および悪天候などでも気軽に運動ができる環境を整備するために
ドーム型競技場の必要性を示し、その施設内容や規模、場所を決
定して建設に着手することを明示しています。これに伴い、ドー
ム型競技場を建設する際の財源に当てるため、一般会計予算で建
設基金の積み立てを行っています。このたびの１２月定例会では
５,０００万円を基金に積み立てるための補正予算が可決され、２４年
度末の基金積立額は約５億円となります。▲参考：他自治体のドーム型競技施設

▲エネルギー回収施設位置図

▲雪と炎の饗宴・雪上花火

▲柏倉九左ェ門家の雛飾り
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　平成２４年１２月１４日の市議会定例会本会議において、山形市議会基
本条例が全会一致で可決されました。この条例は、議会とその構成
員である議員の役割と、議会運営や議員活動に当たっての基本的な
事項を定めています。平成２３年１１月１５日に議会改革検討委員会を設
置して以来、２５回にわたる会議での議論と３回の全議員への報告
会、市民へのご意見募集と報告会などを経て制定に至ったもので
す。制定された議会基本条例の特徴は以下の通りです。

議会への市民参加
①「請願・陳情者の意見陳述の機会の確保」
　これまでは文書で提出されたものを審査していた請願や陳情に
ついて、提出した市民が直接議員に内容や思いを伝えることがで
きるようになります。

②「一般質問の一括質問・一括答弁方式と一問一答方式の選択制の実施」
　議員が行う市政一般に対する質問（一般質問）の形式に一括質
問・一括答弁方式と一問一答方式の選択制を取り入れることで、
自由でより活発な議論を行います。傍聴やインターネット中継を
ご覧の方により分かりやすくなり、議会やまちづくりに参加する
きっかけとなることが期待されます。
議会からの情報発信
①「議会報告会の実施」
　議会の審議過程や結果を市民にお知らせする「議会報告会の実
施」に努めることが新たに規定され、議決した内容などを直接市
民に明らかにする機会が設けられることになります。

②「議案に対する各議員の態度の公表」
　それぞれの議員が議案に対して示した賛成や反対などの態度を
公表します。
議員間討議の実施
　市民を代表する議員が、さまざまな考えを持ちよって相互に討
議を重ねることにより、合議制の機関である議会の特性を発揮し
て幅広い視点からの調査や政策形成が可能になります。

　これらの取り組みを行うことで、より市民に身近で質の高い
議会として、本市の持続的発展と市民全体の福祉の向上を実現
していきます。
　今後は、平成２５年４月１日の条例施行に向けて、議案に対す
る態度の公表などの具体的な実施方法が協議されます。またそ
の後は、改定に当たっての考え方を規定した議員定数や議員報
酬、政務調査費のほか、議会の活性化に関することについて引
き続き検討を行っていく予定です。

山形市議会基本条例を制定

▲検討結果を報告する議会改革検討委員会

▲平成２４年１１月１９日に開かれた市民報告会

　山形市議会基本条例については、こ
のたび１２月定例会に議会案として上程
し議決いたしました。議会としての最
高規範として位置付け、市民の負託に
応える議会を今後とも追求してまいり
ます。
　選挙の時だけの議員になっていない
か、皆さま方の納めた貴重な税金が市
民の生活向上のために使われている
か、議会は市民の声を受け十分審議し
議決したのかなど、当たり前の議会の
責務を明確にして市民により身近な議
会を目指してまいります。
　また、公開を原則とし、開かれた議
会運営と不断の改革の取り組み、自己
研さんを図ってまいります。
　今後とも皆さま方の貴重なご意見を
お寄せください。

議会基本条例の
制定に当たって

山形市議会議長
　　加藤　孝

〜平成２５年４月１日から施行へ〜
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新
し
い
年
を
迎
え
皆
さ
ま
は
ど

の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
の
今
頃
は
３１
年
ぶ
り
の
大

雪
と
な
り
、
除
雪
や
排
雪
に
お
い

て
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
昨
年
の
豪
雪
を
教

訓
に
し
っ
か
り
と
克
雪
対
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
山
形
市
議
会
に
お
い
て

は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
「
議
会
基
本
条
例
」
を
１２
月

定
例
会
に
お
い
て
制
定
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
に
す

べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
山
形
の
冬
は
こ
れ
か
ら
が
本
番

で
す
。
健
康
に
は
十
分
ご
留
意
い

た
だ
き
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
事
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
会
報
委
員　
浅
野　
弥
史

編
集
後
記

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６３号
平成２４年度山形市一般会計補正予算について
　障がい者自立支援給付費、生活保護費、ドーム型競技場建設基金積立金、農業創意工夫プロジェクト支援
事業費補助金、企業誘致事業などに係る補正予算の計上です。

可決
（賛成多数）

議第６４号

〜

議第７０号

平成２４年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、平成２４年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算
平成２４年度山形市介護保険事業会計補正予算、平成２４年度山形市区画整理事業会計補正予算
平成２４年度山形市駐車場事業会計補正予算、平成２４年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算
平成２４年度山形市農業集落排水事業会計補正予算
　今年度の事業実績に基づく歳入、歳出の見込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費などに係る補正予
算の計上です。

可決
（全会一致）

議第７１号
土地の取得について
　幼児遊戯施設整備事業用地を取得するため、契約及び財産の取得又は処分並びに財産の管理等に関する条
例の規定により議決を求めるものです。

同意
（全会一致）

議第７２号
建物等の取得について
　幼児遊戯施設の建物などを取得するため、契約及び財産の取得又は処分並びに財産の管理等に関する条例
の規定により議決を求めるものです。

同意
（全会一致）

議第７３号
山形市道路の構造の技術的基準等を定める条例の設定について
　道路法および高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正に伴い、市道の構造の技術的
基準などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７４号 山形市準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の設定について
　河川法の改正に伴い、準用河川に係る河川管理施設などの構造に関する技術的基準を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７５号
山形市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正について
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の改正に伴い、本市が設置する一般廃棄物処理施設に置く技術管理者
の資格を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７６号
山形市都市公園条例の一部改正について
　都市公園法および高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正に伴い、都市公園の設置
に関する基準などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７７号 山形市営住宅条例の一部改正について
　公営住宅法の改正に伴い、市営住宅の入居者の資格における収入基準を定めるなどの改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第７８号 山形市水道給水条例の一部改正について
　水道法の改正に伴い、布設工事監督者および水道技術管理者の資格などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７９号
山形市下水道条例の一部改正について
　下水道法の改正に伴い、公共下水道の構造の技術上の基準および終末処理場の維持管理の基準について定
めるなどの改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第８０号
参考人等に対する費用弁償に関する条例の一部改正について
　地方自治法の改正に伴い、議会の会議において公聴会に参加した者および参考人として出頭した者にその
費用を弁償するなど、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第８１号
山形市市税条例の一部改正について
　地方税法の改正に伴い、下水道除害施設に係る固定資産税の課税標準の特例措置に係る軽減の程度を定め
るものです。

可決
（全会一致）

議第８２号 山形市道路占用料条例の一部改正について
　道路法施行令の改正に合わせ、占用料の額を改定するなどの改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第８３号 山形市法定外公共物の管理に関する条例の一部改正について
　道路に係る占用料の改定に合わせ、法定外公共物に係る占用料を改定するものです。

可決
（全会一致）

報第４号
専決処分の承認について（平成２４年度山形市一般会計補正予算）
　平成２４年１２月１６日執行の衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査に係る予算措置の専決処分に
ついて、地方自治法の規定により報告し承認を求めるものです。

承認
（全会一致）

議決議案一覧（１２月定例会）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案第８号 山形市議会基本条例の設定について
　議会の役割や議員活動の基本的事項を規定した条例を定めるものです。

可決
（全会一致）

議会案第９号
山形市議会委員会条例の一部改正について
　地方自治法の改正に伴い、これまで法律に定めのあった常任委員に関する事項が条例に委任されたこ
とにより、必要な改正をするものです。

可決
（全会一致）

議会案第１０号
山形市議会会議規則の一部改正について
　地方自治法の改正に伴い、これまで常任委員会にのみ認められていた公聴会・参考人制度を本会議で
も実施できるようにするために規則の改正をするものです。

可決
（全会一致）

次号の表紙写真は？

正解は、次号を
お楽しみに！

　次回１８４号で紹介するお宝
は、竹と和紙で作る日本古来
の伝統工芸品です。さて、何
でしょう？

山形市のお宝広報大使
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